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（Ｐ3に関連記事）

歴代の森林官等挨拶する竹内署長

式典の様子式典に参加したみなさん

大正11年から86年間財政を支えて
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［
森
林
整
備
課
・
治
山
課
］
平
成
二
十
年
度
治

山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
を
、
二
月

十
三
日
に
中
部
森
林
管
理
局
に
お
い
て
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
治
山
工
事
及
び
林
道

工
事
の
適
正
化
並
び
に
施
行
技
術
の
向
上
に
つ

い
て
関
係
者
の
意
欲
の
高
揚
を
図
り
、
併
せ
て

設
計
技
術
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
度
に
中
部
森
林
管
理
局
管
内
で

実
行
し
た
、
治
山
工
事
二
百
七
件
、
林
道
等
工

事
四
十
件
の
工
事
を
対
象
に
施
工
管
理
全
般
及

び
安
全
管
理
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、
治
山
部

門
で
十
四
件
、
林
道
部
門
で
六
件
を
優
良
工
事

と
し
て
選
出
し
、
こ
の
中
か
ら
、
最
優
秀
工
事

と
し
て
治
山
部
門
・
林
道
部
門
の
そ
れ
ぞ
れ
二

件
を
林
野
庁
に
推
薦
し
、
林
道
工
事
二
件
と
治

山
工
事
二
件
に
つ
い
て
林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
以
外
の
治
山
部
門
の
十
二
件
、

林
道
部
門
の
四
件
に
つ
い
て
は
中
部
森
林
管
理

局
長
賞
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

十
三
日
の
表
彰
式
は
、
旧
中
部
局
管
内
の
受

賞
者
に
対
し
行
わ
れ
、
桂
川
森
林
整
備
部
長
が

審
査
報
告
し
た
後
、
平
野
局
長
か
ら
表
彰
状
を

授
与
し
ま
し
た
。

　

旧
名
古
屋
管
内
の
受
賞
者
に
対
す
る
表
彰
伝

達
式
は
、
二
月
十
六
日
に
名
古
屋
市
内
で
行
わ

れ
、
小
林
次
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
を
授
与

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
林
野
庁
長
官
賞
の
授
与
式
は
、
局
長

表
彰
に
先
立
ち
、
二
月
九
日
東
京
に
お
い
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

各
賞
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

●
旧
中
部
森
林
管
理
局
管
内

〔
林
道
工
事
部
門
〕

◎
林
野
庁
長
官
賞

◇
大
宗
土
建
株
式
会
社�

（
南
木
曽
町
）

　

工
事
名　

ム
ク
リ
沢
林
道
新
設
工
事

�

〈
南
木
曽
支
署
〉

◎
中
部
森
林
管
理
局
長
賞

◇
株
式
会
社
梅
田
組�

（
下
呂
市
）

　

工
事
名　

大
水
無
林
道
新
設
工
事

�

〈
木
曽
署
〉

◇
奥
田
工
業
株
式
会
社�

（
大
桑
村
）

　

工
事
名　

�

小
川
殿
（
川
戸
沢
）
林
道
新
設
工

事�
〈
南
木
曽
支
署
〉

〔
治
山
工
事
部
門
〕

◎
林
野
庁
長
官
賞

◇
木
曽
土
建
工
業
株
式
会
社�

　
（
木
祖
村
）

　

工
事
名　

ヒ
ル
久
保
（
２
）
復
旧
治
山
工
事

�

〈
木
曽
署
〉

◎
中
部
森
林
管
理
局
長
賞

◇
株
式
会
社
牛
木
組�

（
上
越
市
）

　

工
事
名　

ウ
ド
川
地
す
べ
り
防
止
工
事

�

〈
中
信
署
〉

◇
株
式
会
社
水
野
組�

（
伊
那
市
）

　

工
事
名　

刈
萱
谷
復
旧
治
山
工
事�

〈
南
信
署
〉

◇
大
宗
土
建
株
式
会
社�

（
南
木
曽
町
）

　

工
事
名　

う
ぐ
い
川
復
旧
治
山
工
事

�

〈
木
曽
署
〉

◇
三
留
野
土
建
株
式
会
社�

（
南
木
曽
町
）

　

工
事
名　

ワ
ル
沢
復
旧
治
山
工
事

�

〈
南
木
曽
支
署
〉

◇
株
式
会
社
吉
澤
組�

（
駒
ヶ
根
市
）

　

工
事
名　

�

平
成
十
九
年
度
安
康
沢
復
旧
治
山

工
事�

〈
伊
那
谷
総
治
〉

◇
木
下
建
設
株
式
会
社�

（
飯
田
市
）

　

工
事
名　

�

平
成
十
九
年
度
牧
小
谷
沢
復
旧
治

山
工
事�

〈
伊
那
谷
総
治
〉

●
旧
名
古
屋
分
局
管
内

〔
林
道
工
事
部
門
〕

◎
林
野
庁
長
官
賞

◇
ナ
ガ
イ
株
式
会
社�

（
高
山
市
）

　

工
事
名　

鈍
引
沢
林
道
新
設
外
一
工
事

�

〈
飛
騨
署
〉

◎
中
部
森
林
管
理
局
長
賞

◇
松
田
建
設
株
式
会
社�

（
下
呂
市
）

　

工
事
名　

�

松
尾
小
黒
川
林
道
（
小
黒
川
）
改

良
工
事�

〈
岐
阜
署
〉

◇
矢
野
・
佐
々
木
経
常
建
設
共
同
企
業
体

�

（
恵
那
市
）

　

工
事
名　

阿
岳
谷
鯉
子
林
道
災
害
復
旧
工
事

�

〈
東
濃
署
〉

〔
治
山
工
事
部
門
〕

◎
林
野
庁
長
官
賞

◇
株
式
会
社
中
島
工
務
店�

（
中
津
川
市
）

　

�

工
事
名　

西
股
（
カ
シ
モ
谷
）
復
旧
治
山
工

事

�

〈
東
濃
署
〉

◎
中
部
森
林
管
理
局
長
賞

◇
株
式
会
社
秋
山
組�

（
高
山
市
）

　

工
事
名　

�

青
屋
（
長
倉
本
谷
）
復
旧
治
山
工

事�

〈
飛
騨
署
〉

◇
森
本
建
設
株
式
会
社�

（
高
山
市
）

　

工
事
名　

�

穂
高
（
柳
谷
）
施
設
災
害
復
旧
治

山
工
事�

〈
飛
騨
署
〉

◇
岩
佐
土
木
株
式
会
社�

（
下
呂
市
）

　

工
事
名　

�

落
合
（
オ
リ
シ
キ
谷
）
復
旧
治
山

工
事�

〈
岐
阜
署
〉

◇
日
下
部
建
設
株
式
会
社�

（
下
呂
市
）

　

工
事
名　

�

鹿
山
（
下
呂
俣
谷
）
復
旧
治
山
工

事�

〈
岐
阜
署
〉

◇
中
島
屋
土
建
株
式
会
社�

（
揖
斐
川
町
）

　

工
事
名　

古
城
山
（
新
谷
）
復
旧
治
山
工
事

�

〈
岐
阜
署
〉

◇
株
式
会
社
杉
田
組�

（
豊
田
市
）

　

工
事
名　

段
戸
（
樋
小
屋
）
復
旧
治
山
工
事

�

〈
愛
知
所
〉受賞された参加者

平
成
二
十
年
度

治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
の表

彰
式



（3）　平成 2�年 3月 第 60号

 

［
名
古
屋
］
中
部
九
県
の
優
良
造
林
地
な
ど
を

表
彰
す
る
第
五
十
四
回
中
日
造
林
賞
の
贈
呈
式

が
二
月
二
十
六
日
、
中
日
新
聞
本
社
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
中
日
新
聞
社
と
中
部
日
本
治
山
治

水
連
盟
が
主
催
で
、
中
部
地
方
の
林
業
発
展
に

尽
力
さ
れ
て
い
る
個
人
・
団
体
の
優
良
造
林

地
・
功
労
者
を
表
彰
し
、
そ
の
業
績
を
一
般
に

紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
広
く
造
林
に
対
す

る
関
心
を
高
め
る
も
の
で
、
林
野
庁
・
中
部
森

林
管
理
局
、
中
部
九
県
（
愛
知
、
岐
阜
、
三

重
、
静
岡
、
長
野
、
滋
賀
、
福
井
、
石
川
、
富

山
）
が
後
援
し
て
い
ま
す
。

　

贈
呈
式
で
は
、
主
催
者
の
大
島
中
日
新
聞
社

社
長
か
ら
「
森
林
の
役
割
は
、
温
暖
化
防
止
や

生
物
多
様
性
な
ど
意
義
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

受
賞
者
の
皆
さ
ん
の
森
林
を
次
の
世
代
に
引
き

継
ぐ
た
め
の
ご
努
力
に
は
頭
が
下
が
る
思
い
。

地
域
の
牽
引
役
と
し
て
ま
す
ま
す
活
躍
を
」
と

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
小
林
審
査
委
員
長
（
名
古
屋
事

務
所
長
）
の
審
査
結
果
報
告
が
あ
り
、
平
野
森

林
管
理
局
長
か
ら
林
野
庁
長
官
賞
を
、
大
島
中

日
新
聞
社
社
長
か
ら
中
日
賞
、
奨
励
賞
を
そ
れ

ぞ
れ
受
賞
者
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

平
野
局
長
は
「
総
論
的
に
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
や

地
球
温
暖
化
対
策
な
ど
追
い
風
が
吹
い
て
い

る
。
し
か
し
、
個
々
の
林
家
の
経
営
は
厳
し
い

状
態
だ
。
受
賞
者
の
皆
さ
ん
に
は
取
組
を
地
域

で
も
普
及
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
優
良
造
林

地
の
部
門
で
林
野
庁
長
官
賞
に
輝
い
た
、
佐
藤

亭
一
さ
ん
か
ら
「
家
族
で
植
え
た
山
が
受
賞

し
、
家
族
で
喜
び
合
っ
た
。
今
後
も
間
伐
と
枝

打
な
ど
の
手
入
れ
を
続
け
た
い
」
と
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
二
部
門
で
八
個
人
、
一
団
体
で
次

の
方
々
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

【
優
良
造
林
地
の
部
】（
敬
称
略
）

▽�

林
野
庁
長
官
賞
＝
佐
藤
亭
一
（
岐
阜
県
大
垣

市
）

▽�

中
日
賞
＝
桐
畑
善
弥
（
滋
賀
県
余
呉
町
）、

名
畑
芳
雄
（
富
山
県
富
山
市
）

▽�

奨
励
賞
＝
佐
々
木
一
郎
（
福
井
県
越
前
町
）、

細
口
雄
喜
男
（
石
川
県
七
尾
市
）、
斉
藤
喜

寛
（
三
重
県
熊
野
市
）

【
造
林
功
労
者
の
部
】

▽�

林
野
庁
長
官
賞
＝
山
田
重
吉
（
静
岡
県
河
津

町
）

▽
中
日
賞
＝
平
松
繁
（
愛
知
県
岡
崎
市
）

▽�

奨
励
賞
＝
十
八
ヶ
部
落
生
産
森
林
組
合
（
長

野
県
長
野
市
）

 

［
南
信
署
］
二
月
十
七
日
、
下
伊
那
郡
根
羽
村

に
お
い
て
、
官
行
造
林
終
了
記
念
式
典
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

根
羽
村
の
官
行
造
林
は
、
大
正
九
年
の
公
有

林
野
官
行
造
林
法
施
行
後
、
全
国
の
市
町
村
に

先
駆
け
て
申
請
が
な
さ
れ
、
大
正
十
一
年
三
月

に
実
に
一
、三
〇
〇
㌶
も
の
大
面
積
を
一
度
に

契
約
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
多
く
の
村
民
の

出
役
を
受
け
植
林
や
保
育
を
行
っ
た
結
果
、
昭

和
三
十
二
年
か
ら
伐
採
時
期
に
入
り
、
平
成
二

年
ま
で
に
合
計
約
二
十
億
円
の
立
木
販
売
代
金

が
村
の
収
入
と
な
り
、
昭
和
四
十
年
代
の
最
盛

期
に
は
根
羽
村
歳
入
の
三
割
以
上
を
占
め
た
年

も
数
年
あ
っ
た
ほ
ど
で
す
。
村
で
は
官
行
造
林

に
よ
る
収
入
に
よ
り
学
校
や
役
場
の
建
設
、
水

道
施
設
や
道
路
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
を
行
い
、

村
長
の
挨
拶
で
は
「
官
行
造
林
の
収
入
に
よ
り

村
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
き
た
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
」
と
の
感
謝
の
意
が
伝
え
ら
れ
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

記
念
式
典
は
、
こ
れ
ま
で
の
官
行
造
林
の
経

緯
等
の
報
告
に
始
ま
り
、
村
長
及
び
当
署
長
の

挨
拶
の
後
、
最
後
の
官
行
造
林
二
十
一
㌶
の
売

買
契
約
の
調
印
が
行
わ
れ
、
大
正
十
年
以
来
続

い
て
き
た
根
羽
村
の
官
行
造
林
事
業
に
幕
を
下

ろ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
根
羽
村
役
場
の
旧
役
員

や
官
行
造
林
に
携
わ
っ
た
人
等
に
よ
り
、
官
行

造
林
の
発
足
時
に
お
け
る
反
対
者
へ
の
説
得
等

の
苦
労
話
や
毎
年
の
官
行
造
林
か
ら
の
収
入
が

多
す
ぎ
て
一
年
で
使
い
切
れ
ず
に
積
み
立
て
て

お
い
た
話
な
ど
、
懐
か
し
い
思
い
出
な
ど
を
振

り
返
り
な
が
ら
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
、

当
署
か
ら
も
元
根
羽
担
当
区
主
任
と
現
在
の
阿

智
森
林
官
が
当
時
の
思
い
出
や
今
回
の
最
後
の

官
行
造
林
箇
所
が
残
っ
た
経
緯
な
ど
を
説
明
し

ま
し
た
。

　

国
有
林
不
在
村
で
あ
る
根
羽
村
は
、
今
回
の

最
後
の
官
行
造
林
売
買
契
約
に
よ
り
森
林
管
理

署
に
関
係
す
る
森
林
等
は
皆
無
と
な
っ
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
今
後
も
官
行
造
林
に
対
す
る
感
謝

を
忘
れ
ず
に
国
有
林
と
の
お
付
き
合
い
を
続
け

る
こ
と
を
約
束
し
盛
会
の
う
ち
に
式
典
を
終
了

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
模
様
は
地
元
の
新
聞
四
紙
に
掲

載
さ
れ
、
官
行
造
林
の
内
容
や
地
元
へ
の
貢
献

度
等
に
つ
い
て
詳
し
く
掲
載
さ
れ
、
改
め
て
官

行
造
林
や
森
林
の
重
要
性
が
見
直
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。

受賞されたみなさん

調印後、握手する小木曽村長と竹内署長

優
良
造
林
地
、
功
労
者
を
表
彰

第
五
十
四
回
中
日
造
林
賞
贈
呈
式

官
行
造
林
へ
感
謝

根
羽
村
官
行
造
林
終
了記

念
式
典
を
開
催
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［
企
画
調
整
室
］
二
月
二
十
五
日
、
国
有
林
モ

ニ
タ
ー
会
議
を
岐
阜
森
林
管
理
署
岐
阜
森
林
事

務
所
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
」
と
は
、
広
く
国
民
の

皆
さ
ま
の
声
を
お
聴
き
し
、
国
有
林
野
の
管
理

経
営
に
活
か
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成

十
六
年
度
か
ら
進
め
て
い
る
取
組
で
す
。

　

会
議
に
は
、
全
三
十
名
の
う
ち
管
内
一
円
か

ら
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
九
名
の
モ
ニ
タ
ー
の

皆
さ
ま
と
、
当
局
か
ら
局
次
長
、
計
画
部
長
、

森
林
整
備
部
長
、
岐
阜
署
長
等
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
午
前
中
、
岐
阜
市
民
の
憩
い
の
場
で

あ
る
金
華
山
国
有
林
を
視
察
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
で
山
頂
へ
登
り
、
登
山

道
を
辿
り
な
が
ら
、
署
長
は
じ
め
首
席
森
林

官
、
流
域
管
理
調
整
官
、
技
術
専
門
官
ら
が
、

同
国
有
林
の
歴
史
や
景
観
に
配
慮
し
た
都
市
近

郊
林
の
取
扱
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
協
働
し
た

登
山
道
の
整
備
等
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
小
雨
模
様
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ま
か
ら
は
熱
心
な
質
問
が

多
く
寄
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
「
丁
寧
に
整
備

さ
れ
て
き
れ
い
な
山
だ
」、「
金
華
山
に
愛
着
を

持
っ
て
い
る
市
民
と
森
林
管
理
署
の
連
携
が
う

ま
く
取
ら
れ
て
い
る
」
等
の
声
が
聴
か
れ
ま
し

た
。

　

午
後
か
ら
は
、
岐
阜
森
林
事
務
所
に
お
い

て
、
中
部
局
、
岐
阜
署
の
取
組
の
紹
介
や
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ま
か
ら
は
「
間
伐
の
重
要

性
が
よ
く
わ
か
っ
た
」、「
民
有
林
の
整
備
が
進

む
よ
う
に
指
導
を
お
願
い
し
た
い
」、「
毎
月
送

ら
れ
て
く
る
冊
子
を
読
ん
で
勉
強
に
な
っ
た
」

等
の
感
想
や
、
地
球
温
暖
化
防
止
へ
の
取
組
、

生
物
多
様
性
保
全
等
に
関
す
る
質
問
の
ほ
か

「
こ
の
山
は
国
有
林
で
あ
る
こ
と
や
、
ど
の
よ

う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
た
め

に
森
林
官
が
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
行
っ
て
い
る

の
か
等
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
は
ど
う
か
」

等
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
国
民
の
皆
さ
ま
に
森
林
づ
く
り

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
貴

重
な
ご
意
見
等
を
国
有
林
の
管
理
経
営
に
活
か

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

［
指
導
普
及
課
］
三
月
四
日
、
松
本
市
に
お
い

て
、
今
年
度
二
回
目
の
「
大
型
猛
禽
類
の
生
態

と
森
林
施
業
に
つ
い
て
」
の
講
演
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
会
は
、
生
物
多
様
性
や
生
態
系
の

維
持
・
保
全
の
取
組
に
対
す
る
国
民
の
期
待
が

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
然
界
の
食
物
連

鎖
の
頂
点
に
あ
り
、
自
然
の
豊
か
さ
と
安
定
を

示
す
指
標
と
も
言
わ
れ
る
イ
ヌ
ワ
シ
な
ど
の
大

型
猛
禽
類
を
取
り
上
げ
、
そ
の
生
態
と
生
息
環

境
で
あ
る
森
林
の
整
備
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考

え
る
も
の
で
す
。

　

講
演
会
で
は
、
日
本
イ
ヌ
ワ
シ
研
究
会
の
須

藤
明
子
事
務
局
長
に
よ
る
「
イ
ヌ
ワ
シ
の
生
態

と
生
息
環
境
保
全
」
に
つ
い
て
基
調
講
演
が
行

わ
れ
た
後
、
岩
手
県
立
大
学
教
授
由
井
正
敏
氏

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
イ
ヌ
ワ
シ
の
生
態

や
繁
殖
状
況
、
イ
ヌ
ワ
シ
の
採
餌
環
境
創
出
と

列
状
間
伐
の
効
果
な
ど
に
つ
い
て
論
議
さ
れ
、

林
業
に
も
役
立
ち
、
生
物
の
多
様
性
保
護
に
も

つ
な
が
る
森
林
整
備
を
更
に
広
め
る
こ
と
が
必

要
と
の
見
解
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
、
一
時
半
か
ら
四
時
過
ぎ
ま
で
行

わ
れ
、
日
本
野
鳥
の
会
始
め
、
一
般
市
民
、
行

政
・
企
業
関
係
者
等
約
一
〇
〇
名
が
訪
れ
興
味

深
く
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
列
状
間
伐
の
必
要
性
が

分
か
っ
た
」、「
自
然
と
調
和
し
た
森
林
施
業
に

こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
の

意
見
の
他
「
採
算
が
と
れ
る
林
業
の
仕
組
み
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
る
と
思
う
」、「
開
発
や
伐
採

に
つ
い
て
、
国
や
み
ん
な
で
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
」、「
今
後
も
こ
の
様
な

講
演
会
を
開
催
し
て
も
ら
い
た
い
」
等
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
国
有
林
と
し
て
猛
禽
類
始
め
多
様

な
生
物
が
生
息
で
き
る
環
境
づ
く
り
・
森
づ
く

り
を
目
指
し
た
取
組
を
進
め
て
い
く
旨
の
考
え

を
示
し
、
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

岐阜森林事務所職員による金華山の説明

パネラーの皆さん

平
成
二
十
年
度

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
の
開
催

平
成
二
十
年
度

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
の
開
催
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［
岐
阜
署
］
二
月
二
十
七
日
、
岐
阜
市
消
防
本

部
主
催
の
林
野
火
災
防
護
訓
練
が
金
華
山
国
有

林
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は
例
年
、

林
野
火
災
の
シ
ー
ズ
ン
前
に
行
わ
れ
て
お
り
、

岐
阜
森
林
管
理
署
も
要
請
を
受
け
、
岐
阜
森
林

事
務
所
職
員
を
中
心
に
十
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
訓
練
は
「
午
前
八
時
二
十
分
に
金
華

山
の
ケ
ヤ
キ
谷
中
腹
付
近
で
何
か
が
燃
え
て
い

る
」
と
の
想
定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
署
職
員
は
、
金
華
山
山
頂
に
待
機
し
、
放

水
訓
練
開
始
に
合
わ
せ
ジ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
ー
タ
ー

に
よ
る
消
火
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

 

［
南
木
曽
支
署
］
三
月
四
日
、
南
木
曽
町
長
ほ

か
全
議
員
、
総
勢
二
十
名
に
よ
る
国
有
林
視
察

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

南
木
曽
町
南
蘭
国
有
林
管
内
で
平
成
二
十
年

度
に
事
業
着
手
し
た
林
道
新
設
工
事
の
箇
所
に

お
い
て
、
間
伐
等
の
森
林
整
備
を
要
す
る
林
分

の
広
が
り
と
点
在
す
る
崩
壊
地
を
資
料
で
確
認

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
林
道
の
工
種
や
工

法
あ
る
い
は
間
伐
が
必
要
な
暗
い
林
分
を
目
の

あ
た
り
に
し
、
森
林
整
備
な
ど
実
行
性
の
確
保

を
図
る
上
で
の
林
道
の
必
要
性
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
同
管
内
で
平
成
十
九
〜
二
十
年
度

に
行
わ
れ
た
復
旧
治
山
工
事
箇
所
に
場
所
を
移

し
、
渓
間
・
山
腹
工
事
の
説
明
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
場
所
は
、
梅
雨
前
線
や
度
重
な
る
集
中

豪
雨
等
に
よ
っ
て
崩
壊
を
引
き
起
こ
し
、
渓
床

に
不
安
定
土
砂
が
堆
積
し
下
流
域
へ
の
流
出
が

心
配
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
施
工
前
の
荒
廃
状

況
を
写
真
で
確
認
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
崩

壊
地
を
森
に
戻
す
な
ど
治
山
事
業
の
役
割
や

必
要
性
に
つ
い
て
再
認
識
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
支
署
会
議
室
に
お
い
て
来
年
度
事

業
の
計
画
等
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
、
議
員
か
ら
は
「
住
民
の
生
活
道
路
の
一

部
で
も
あ
る
併
用
林
道
改
良
工
事
な
ど
町
と
連

携
し
て
実
施
し
て
ほ
し
い
」、「
奥
地
で
の
工
事

で
あ
る
が
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
守
る
治
山
工
事

に
さ
ら
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
な

ど
要
望
が
出
さ
れ
盛
会
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
「
聞
い
て
取
り
組
む
、
安
心
・
感

動
し
て
も
ら
う
」
国
有
林
を
目
指
し
事
業
・
業

務
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 

［
木
曽
署
］
林
野
庁
で
は
、「
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
森
」
で
環
境
美
化
活
動
や
森
林
づ
く

り
活
動
、
自
然
解
説
板
な
ど
の
整
備
に
一
緒
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
企
業
・
団
体
の
サ
ポ
ー

タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
よ
り
当
署

管
内
の
木
曽
御
岳
自
然
休
養
林
に
お
け
る
サ

ポ
ー
タ
ー
活
動
へ
の
応
募
が
あ
り
、
木
曽
御
岳

自
然
休
養
林
内
に
位
置
す
る
田
の
原
天
然
公

園
（
木
曽
郡
王
滝
村
）
を
主
な
活
動
の
場
と
す

る
協
議
会
「
田
の
原
天
然
公
園
の
環
境
を
守
る

会
」
と
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
協
定
を
締

結
す
る
こ
と
と
な
り
、
三
月
十
二
日
、
協
定
締

結
式
が
木
曽
森
林
管
理
署
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
甲
信
統

括
支
社
長
、
田
の
原
天
然
公
園
の
環
境
を
守
る

会
会
長
を
は
じ
め
、
協
定
者
双
方
の
関
係
者
、

王
滝
村
長
及
び
署
関
係
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
は
「
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
森
」
の
活
動
に
賛
同
し
、
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
全
国
各
地
で
森
林

の
整
備
・
管
理
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
今

回
の
支
援
協
定
の
主
な
内
容
は
、
支
援
金
の
提

供
と
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
社
員
に
よ
る
歩

道
や
案
内
板
の
修
繕
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
本
年
よ
り
三
年
間
展
開
す
る
も
の
で
す
。

　

田
の
原
天
然
公
園
の
環
境
を
守
る
会
会
長
か

ら
は
、「
多
く
の
方
が
訪
れ
る
木
曽
御
岳
自
然

休
養
林
で
、
こ
の
よ
う
な
支
援
を
し
て
い
た
だ

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

金
華
山
、

林
野
火
災
防
護
訓
練
を
実
施

「
地
域
住
民
の
代
表
の
声
を
聴
く
」

〜
南
木
曽
町
議
会
国
有
林
視
察
会
〜

訓練に参加した職員

復旧治山工事箇所での視察の様子

「
木
曽
御
岳
自
然
休
養
林
」

　

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
協
定

締
結
式
を
開
催

調印後に握手をする栁沢署長、
田口甲信統括支社長、滝会長、瀬戸村長
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け
る
こ
と
は
非
常
に
心
強
く
、
ま
た
、
人
口
の

少
な
い
王
滝
村
に
と
っ
て
は
人
的
支
援
が
何
よ

り
も
あ
り
が
た
い
。
今
後
も
長
期
に
わ
た
り
友

好
的
な
関
係
を
継
続
し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶

し
、
支
援
活
動
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　

署
と
し
て
も
、
魅
力
あ
る
「
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
森
」
の
実
現
に
向
け
て
、
協
定
者
双

方
の
活
動
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
、
協
力
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 [

北
信
森
林
管
理
署　

長
野
班]

　

当
班
は
、
長
野
市
の
南
東
部
に
位
置
し
、
長

野
県
菅
平
高
原
に
隣
接
す
る
保
科
山
国
有
林
を

主
な
作
業
地
と
し
て
、
善
光
寺
の
北
側
に
位
置

す
る
大
峰
山
国
有
林
、
米
子
大
瀑
布
を
囲
む
須

坂
市
の
米
子
山
国
有
林
、
志
賀
高
原
に
隣
接
す

る
高
山
村
の
高
山
国
有
林
等
と
広
範
囲
に
わ
た

る
事
業
地
の
中
で
、
日
々
の
業
務
に
汗
を
流
し

て
い
ま
す
。

　

班
員
は
基
職
三
名
、
事
業
地
が
分
散
す
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
夏
期
に
は
臨
時
二
名
を
加
え
た

計
五
名
で
、
除
伐
Ⅱ
類
、
つ
る
切
り
、
保
育
間

伐
等
の
造
林
作
業
、
戸
隠
・
大
峰
自
然
休
養
林

の
歩
道
整
備
、
修
景
除
伐
等
の
森
林
空
間
整
備

事
業
、
収
穫
調
査
、
横
断
溝
設
置
等
の
林
道
事

業
、
境
界
巡
検
、
管
理
業
務
等
、
作
業
の
内
容

も
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
の
作
業
地
の
多
く
が

急
傾
斜
地
、
ガ
ラ
地
、
つ
る
絡
み
の
中
で
の

作
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
作
業
現
場
の
中
で
、
安
全
の

確
保
に
併
せ
て
効
率
的
に
業
務
が
で
き
る
よ

う
、
日
頃
か
ら
知
恵
を
出
し
合
い
工
夫
を
し

な
が
ら
業
務
を
実
行
し
て
い
ま
す
。

　

安
全
に
、
鎌
、
鉈
の
刃
を
研
ぐ
こ
と
が
で

き
る
研
磨
台
の
考
案
や
鉈
を
な
る
べ
く
使
わ

な
い
作
業
、
伐
倒
木
や
除
伐
木
の
大
き
さ
に

よ
り
、
鋸
の
種
類
（
サ
イ
ズ
）
を
こ
ま
め
に

変
え
る
な
ど
作
業
に
応
じ
た
適
切
な
道
具
の

使
用
等
と
い
っ
た
、
地
味
で
は
あ
る
も
の
の

一
つ
一
つ
の
取
組
を
積
み
重
ね
、
安
全
作
業

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
「
お
疲
れ
様
で
し
た
。
帰
り
の
運
転
も
気
を

つ
け
て
」
と
当
た
り
前
の
帰
任
の
挨
拶
が
毎

日
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
知
恵
と
工
夫

を
積
み
重
ね
、
安
全
で
健
康
、
明
る
い
職
場

づ
く
り
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

保育間伐作業中

平成2�年山火事予防ポスター

シ
リ
ー
ズ 

シ
リ
ー
ズ 

〜
一
つ
一
つ
の
積
み
重
ね
で安

全
作
業
〜

平成2�年度国土緑化ポスター
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［
南
信
森
林
管
理
署
・
指
導
普
及
課
］
本
試
験

は
、
カ
ラ
マ
ツ
人
工
林
の
育
林
技
術
体
系
確
立

の
一
環
と
し
て
本
数
密
度
の
強
度
別
効
果
を

判
定
し
間
伐
の
時
期
、
方
法
等
を
検
討
す
る
た

め
、
昭
和
四
十
三
年
か
ら
四
十
五
年
度
に
旧
長

野
局
の
各
署
に
お
い
て
設
定
し
調
査
を
行
っ
て

き
て
い
る
も
の
で
、
南
信
署
管
内
で
は
一
箇
所

を
設
定
し
て
い
ま
す
。

〇
試
験
地
の
概
要

　

黒
河
内
国
有
林　

二
五
四
林
班　

い
小
班

　

設
定
年
度　
　
　

昭
和
四
十
五
年
度

　

植
付
年
度　
　
　

昭
和
二
十
四
年

　

設
定
時
林
齢　
　

二
十
一
年
生

　

面　
　

積　
　
　

二
・
三
四
ヘ
ク
タ
ー
ル

　

標　
　

高　
　
　

一
、三
四
〇
メ
ー
ト
ル

　

地　
　

位　
　
　

一
〇

〇
試
験
区
の
設
定
と
調
査
方
法

　

試
験
は
本
数
密
度
調
節
回
数
一
〜
三
回
の
実

施
で
比
較
す
る
こ
と
と
し
、
強
度
区
、
中
度

区
、
列
状
１
／
３
区
、
及
び
本
数
調
節
を
行
わ

な
い
対
照
区
を
設
け
ま
し
た
。

　

な
お
、
列
状
１
／
３
区
は
設
定
当
時
、
中
度

区
と
同
程
度
の
密
度
で
し
た
。
密
度
調
整
は
設

定
当
時
行
っ
た
ほ
か
は
、
実
施
し
て
お
り
ま
せ

ん
。
標
準
区
は
、
各
試
験
区
の
密
度
相
違
に
よ

る
影
響
を
考
慮
し
て
お
お
む
ね
中
央
部
に
設
け

ま
し
た
。
一
箇
所
の
標
準
区
は
〇
・
〇
四
㌶
と

し
て
い
ま
す
。

　

標
準
区
の
立
木
に
つ
い
て
胸
高
直
径
一
㍉
㍍

単
位
、
樹
高
は
十
㌢
㍍
単
位
に
測
定
し
五
年
毎

に
調
査
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

◎
試
験
結
果（

Ｓ
45
年
と
Ｈ
15
年
の
比
較
表
参
照
）

△
胸
高
直
径

　

胸
高
直
径
は
強
度
区
が
大
き
く
、
他
の
試
験

区
は
同
様
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
本
数
密
度
で
考

察
す
る
と
相
関
関
係
が
大
き
い
と
判
断
さ
れ
ま

す
。
対
照
区
で
は
本
数
密
度
と
相
関
は
な
い
よ

う
に
見
え
ま
す
が
、
設
定
当
時
の
対
照
区
の
直

径
が
小
さ
い
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
中
度
区
の
本
数
低
減
率

は
低
く
、
こ
れ
が
直
径
成
長
の
推
移
に
及
ぼ
し

て
い
る
と
判
断
さ
れ
ま
す
。

△
樹　

高

　

列
状
１
／
３
区
が
低
い
ほ
か
は
、
他
の
試
験

区
と
も
大
き
な
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
数
密

度
、
胸
高
直
径
と
の
相
関
に
つ
い
て
も
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
生
長
率
に
つ
い
て
も
相
関

は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

△
蓄
積
と
胸
高
断
面
積
合
計

　

最
も
蓄
積
の
高
い
中
度
区
と
低
い
対
照
区
で

は
２
３
６
㎥
／
㌶
の
差
が
あ
り
、
本
数
と
の
相

関
か
ら
と
判
断
さ
れ
ま
す
。
対
象
区
の
本
数
密

度
の
低
減
が
進
ん
だ
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

〇
ま
と
め

　

設
定
か
ら
三
十
四
年
を
経
過
し
た
五
十
四
年

生
の
林
分
で
あ
り
、
本
数
密
度
の
推
移
に
つ

い
て
は
、
低
減
が
対
照
区
に
お
い
て
最
も
大
き

く
、
現
存
本
数
で
は
強
度
区
よ
り
低
か
っ
た
。

直
径
比
較
で
は
強
度
区
は
対
照
区
よ
り
２
・
４

㌢
㍍
大
き
く
、
蓄
積
で
は
現
存
本
数
が
大
き
く

影
響
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
な
お
、

当
試
験
地
は
平
成
二
十
一
年
度
に
間
伐
を
予
定

し
て
お
り
、
今
後
、
五
年
毎
の
調
査
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

○
所
在
地　

伊
那
市
長
谷

〇�

報
告
書
は
「
試
験
調
査
報
告
」
平
成
一
八
年

度　

中
部
森
林
管
理
局　

五
七
頁

2��い　対照区　（Ｈ�8秋）

試　　験　　区
直�径�（cm) 樹�高�（m) 本数（本/ha)

蓄積
（㎥/ha)

胸高断面積
（㎡/ha）

Ｈ15現在 推移 Ｈ15現在 推移 Ｈ15現在 低減率 Ｈ15現在 Ｈ15現在 推移

強 　 度 　 区 27.9� 161% 25.1� 172% 700 32% 560 44.5� 175%

中 　 度 　 区 25.6� 155% 25.4� 181% 1,025 23% 716 55.1� 187%

列 状 １ / 3 区 25.3� 190% 23.4� 193% 925 31% 642 50.9� 201%

対 　 照 　 区 25.5� 182% 24.9� 211% 700 43% 480 37.6� 181%

各試験区におけるＳ45年からＨ15年の推移

2626
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飛騨森林管理署 
（各署の景勝地等を紹介） 

 

47

つば   くろ 

　

船　
　

山

 

［
飛
騨
署
］
高
山
市
の
南
部
、
飛
騨
高
地
の
中

央
付
近
に
位
置
し
、
牛
牧
・
無
数
河
国
有
林
に

ま
た
が
る
標
高
一
、四
七
九
㍍
に
そ
び
え
立
つ

の
が
船
山
で
す
。

　

船
山
は
そ
の
容
姿
か
ら
飛
騨
富
士
と
も
呼
ば

れ
、
位
山
、
川
上
岳
と
と
も
に
位
山
舟
山
県
立

自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
、
山
頂
付
近
は
舟
山
自

然
観
察
教
育
林
と
し
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

森
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
名
の
由
来
は
船
を
逆
さ
に
伏
せ
た
よ
う
な

形
か
ら
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
あ
た
り
は
、「
飛
騨
高
天
原
」
と
呼
ば

れ
、
古
代
ロ
マ
ン
の
言
い
伝
え
が
数
多
く
残
っ

て
い
ま
す
。
昔
、
船
山
の
女
神
は
、
川
上
岳
の

女
神
と
争
っ
て
、
位
山
の
男
神
を
失
い
、
自
ら

位
山
と
の
間
に
大
き
な
溝
（
無
数
河
谷
）
を
構

え
て
し
ま
い
、
二
人
の
幸
せ
を
目
の
前
で
眺
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
り

ま
す
。

　

山
頂
は
東
西
に
約
二
㌔
㍍
と
長
く
、
独
立
峰

の
よ
う
に
位
置
し
て
い
る
こ

と
か
ら
無
線
の
中
継
基
地
と

し
て
早
く
か
ら
山
頂
ま
で
の

車
道
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

山
頂
周
囲
に
は
、
無
線
ア
ン

テ
ナ
が
林
立
し
て
お
り
、
ま

る
で
軍
事
要
塞
の
よ
う
な
雰

囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
山
頂
付
近
に
は
高

山
市
に
よ
っ
て
「
花
木
園
」

が
整
備
さ
れ
て
お
り
初
夏
の

サ
ラ
サ
ド
ウ
ダ
ン
や
レ
ン
ゲ

ツ
ツ
ジ
の
開
花
時
に
は
、
優

雅
な
自
然
美
に
彩
ら
れ
、

人
々
を
魅
了
し
ま
す
。

　

周
囲
に
は
ヒ
メ
コ
マ
ツ
や

ヒ
ノ
キ
、
ネ
ズ
コ
、
ダ
ケ
カ

ン
バ
な
ど
が
生
い
茂
り
、
湿

地
に
は
水
芭
蕉
の
清
楚
で
可

憐
な
花
が
咲
き
、
訪
れ
た
人

を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
北
東
面
の
国
有
林
に
隣
接
す
る
「
ア

ル
コ
ピ
ア
ス
キ
ー
場
」
は
山
頂
近
く
ま
で
リ
フ

ト
が
延
び
て
お
り
、
冬
は
ス
キ
ー
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
山
頂
付
近
で
は
樹
氷
が
美
し

く
、
眼
下
に
久
々
野
盆
地
を
見
下
ろ
す
こ
と
が

で
き
、
御
嶽
山
か
ら
北
ア
ル
プ
ス
、
白
山
に
及

ぶ
三
六
〇
度
の
大
展
望
が
開
け
、
見
る
者
を
別

世
界
へ
誘
い
ま
す
。

　

機
会
が
あ
れ
ば
是
非
訪
れ
て
み
て
は
い
か
か

で
し
ょ
う
か
。.

頂上から見下ろす久々野盆地

サラサドウダンが咲く「花木園」

レンゲツツジと無線中継所

ア
ク
セ
ス

◇
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
場
合

　
　
Ｊ
Ｒ
高
山
本
線
久
々
野
駅
下
車

　
　

ア
ル
コ
ピ
ア
ス
キ
ー
場
方
面
へ

　
　

タ
ク
シ
ー
利
用
三
十
分

◇
自
動
車
を
利
用
し
た
場
合

　
　

高
山
Ｉ
Ｃ
か
ら
国
道
四
十
一
号
線

　
　

を
下
呂
方
面
へ
約
三
十
五
分

　
　

ア
ル
コ
ピ
ア
ス
キ
ー
場
方
面
へ

　
　

二
十
五
分


